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２０１９年度（令和元年度）  

第７期柏市高齢者いきいきプラン２１  進捗状況  

（主なポイント）  

 

 資 料 １ － ２ に 記 載 し た 各 指 標 ご と の 取 り 組 み 状 況 や 課 題 に つ い て ，

2018 年度と比較して評価が上がった指標や下がった指標などの４つの

視 点 か ら ， 下 記 に ま と め ま し た 。 第 ７ 期 プ ラ ン の 進 捗 状 況 に つ い て は ，

下 記 の 番 号 を 中 心 と し て ， 資 料 １ － ２ の 「 取 組 状 況 や 課 題 」 を ご 確 認

く だ さ い  な お ， こ の 資 料 の 「 番 号 」 は ， 資 料 １ － ２ の 番 号 に 対 応 し

ています。  

 

１  2019 年度第７期柏市高齢者いきいきプラン２１実績 （全体）  

 計 画 通 り か そ れ 以 上 に 進 ん で い る の は 75.3%と ， 多 く の 指 標 が 計 画

通 り 進 ん で い ま す 。 一 方 ， 計 画 よ り 取 り 組 み が 遅 れ て い る 指 標 も

16.8%あるため，取り組みの工夫や，指標の設定の妥当性の検証を行っ

てまいります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  評価が上がった指標  

 2018 年度と比較して， 9 つの指標の評価が上がりました。フレイル

予 防 の 普 及 啓 発 や ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 者 数 ， た す け あ い 活 動 な ど ， 社 会

参加につながる指標が向上しています。  

 こ れ ら の 指 標 の 向 上 は ， 事 業 に 参 加 し て い る 市 民 だ け で な く ， そ の

周 囲 の 人 ま で 事 業 の 効 果 の 波 及 が 期 待 で き る た め ， 引 き 続 き 取 り 組 み

実 績 評 価  件  割 合  

◎ ： 計 画 を 上 回 っ て 進 ん で い る  33 32.7% 

〇 ： ほ ぼ 計 画 ど お り 進 ん で い る  43 42.6% 

△ ： 計 画 よ り や や 取 り 組 み が 遅 れ て い る  17 16.8% 

×： 計 画 の 取 り 組 み が 遅 れ ， 見 直 し が 必 要 で あ る  0  

－ ： 未 評 価  8 7.9% 

計  101  
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を進めてまいります。  

番号  事業名  指標の項目  

4 フ レ イ ル 予 防 活 動 の 普 及 ・

啓発  

フ レ イ ル 予 防 に 取 り 組 む 高 齢

者数  

5 市 民 サ ポ ー タ ー 活 動 の 普

及・啓発  

介 護 支 援 サ ポ ー タ ー の 登 録 者

数  

18 地 域 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

の推進  

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー へ の ボ

ランティアの登録者数  

27 生 活 支 援 サ ー ビ ス の 提 供 体

制の構築  

た す け あ い 活 動 の 延 べ 利 用 件

数  

52 認 知 症 サ ポ ー タ ー キ ャ ラ バ

ン事業の充実  

か し わ オ レ ン ジ フ レ ン ズ の 活

動者数  

59 認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 に よ

る相談支援体制の充実  

認知症相談件数 (実件数）  

63 高 齢 者 虐 待 防 止 の 普 及 啓

発・相談体制の整備  

権利擁護に関する相談件数  

68 振 り 込 め 詐 欺 や 消 費 者 ト ラ

ブルの未然防止  

防犯講習会実施回数  

82 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス に よ る 高

齢者支援（介護保険外）  

施設入所した人の割合  

 

３  評価が「計画よりやや取り組みが遅れている」に下がった指標  

 2018 年度と比較して評価が「計画よりやや取り組みが遅れている」

に下がった指標は 5 つでした。  

 在 宅 医 療 ・ 在 宅 療 養 に 関 す る 相 談 に つ い て は ， 実 件 数 が 減 少 し て い

る た め △ と し て い ま す 。 し か し ， 多 職 種 の 対 応 能 力 の 向 上 の 結 果 に よ

り減少している側面もあります。  

 居 住 系 サ ー ビ ス の 整 備 に つ い て は ， 公 募 を ２ 回 行 っ た も の の ， 事 業

所 が 辞 退 し た こ と な ど に よ り ， 選 定 に は 至 ら な か っ た た め ， 指 標 を 満

たしていないものです。  

 やむを得ず達成できなかった指標もありますが， 2020 年度は達成で

きるよう取り組みを工夫してまいります。  
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番号  事業名  指標の項目  

36 在 宅 医 療 ・ 在 宅 療 養 に 関 す

る相談・調整支援  

相談件数（実人数）  

58 認 知 症 初 期 集 中 支 援 推 進 事

業の推進  

認 知 症 初 期 集 中 支 援 チ ー ム に

よる支援者件数  

72 

73 

居住系サービスの整備  グ ル ー プ ホ ー ム の 事 業 所 数 ・

定員数  

88 給付実績の活用  点検項目  

 

４  2018 年度・ 2019 年度ともに「計画よりやや取り組みが遅れている」

指標  

 両年度ともに「計画よりやや取り組みが遅れている 」指標は 7 つで

した。  

 介 護 人 材 の 確 保 や 介 護 保 険 事 業 適 正 化 の 推 進 に つ い て は ， 介 護 保 険

制 度 を 支 え る も の で あ り ， こ れ ま で も 様 々 な 工 夫 を し な が ら 事 業 に 取

り 組 む こ と で 指 標 の 達 成 を 目 指 し て き ま し た 。 し か し ， 関 係 者 間 で の

検討を更に深めることで指標の達成に向けた取り組みを行います。  

番号  事業名  指標の項目  

6 介 護 予 防 セ ン タ ー の 機 能 強

化  

介 護 予 防 セ ン タ ー で の フ レ イ

ル予防講座参加者数  

10 健 康 相 談 ・ 各 種 健 診 事 業 の

推進  

健康相談実施状況  

49 認 知 症 理 解 の た め の 普 及 ・

啓発  

か し わ 認 知 症 オ レ ン ジ パ ス の

配布（累計）  

62 高 齢 者 虐 待 防 止 の 普 及 啓

発・相談体制の整備  

高 齢 者 の 権 利 擁 護 に 関 す る 講

演会や研修会の参加人数  

70 在 宅 生 活 を 支 援 す る た め の

24 時間対応型サービスの整

備  

在 宅 医 療 ・ 介 護 サ ー ビ ス 拠 点

の整備  

83 介護人材の確保  2018 年 度 ま で  学 生 向 け 介 護

人 材 啓 発 ・ 確 保 事 業 ｢柏 の ○
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（わ） ｣の参加者数  

2019 年 度 か ら  定 着 促 進 ・ ス

キ ル ア ッ プ 事 業 「 柏 の 〇

（わ）」の参加者数  

86 介 護 保 険 事 業 の 適 正 化 の 推

進  

30 日 以 内 に 要 介 護 （ 要 支 援 ）

認定をする割合  

 

５  健康とくらしの調査で確認した指標  

 3 年 に 一 度 の 調 査 で あ る 「 健 康 と く ら し の 調 査 」 で 取 得 し た 指 標 で

す 。 市 の 施 策 だ け で は 向 上 が 難 し い 指 標 も あ り ま す が ， 健 康 寿 命 の 延

伸 や 適 切 な サ ー ビ ス に つ な が る た め に 必 要 な 指 標 で あ る た め ， 引 き 続

き定期的に測定していく必要があります。  

 「 ス ポ ー ツ の 会 ・ 趣 味 の 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 学 習 教 養 サ ー ク ル 参 加

者 割 合 」 に つ い て は ， 過 去 の 調 査 で は 向 上 し て き ま し た が ， 今 回 の 調

査 で は 減 少 し ま し た 。 社 会 参 加 は フ レ イ ル 予 防 の 重 要 な 要 素 で あ る た

め ， 全 国 の 調 査 結 果 が 発 表 さ れ ま し た ら ， 調 査 結 果 の 分 析 と 対 応 の 検

討を行います。  

番号  指標の項目  

２  フレイル予防プロジェクト２０２５の推進  

11 友人・知人と会う頻度が高い人の割合  

15 社 会 参 加 ： ス ポ ー ツ の 会 ・ 趣 味 の 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ 学 習

教養サークル参加者割合の向上  

22 地域の中で安心して生活できていると感じている人の割合  

48 認知症の相談先を知っている人の割合  

61 成年後見制度を知っている人の割合  

94 住んでいる地域に愛着があると答える人の割合  

 

 


